
設問 生徒 保護者 教員

あなたは何年生で
すか。

1

先生方は授業でタ
ブレットなどを使
い、わかりやすく
教えてくれます
か？

お子様は、授業が
わかりやすいと
言っていますか？

タブレットなどを
効果的に使い、わ
かりやすい授業づ
くりに努めていま
すか？

2

あなたは、学年に
応じた家庭学習の
時間（１年生：８
０分、２年生：９
０分、３年生：１
００分）を実行で
きていますか。

１年生：８８分
２年生：７５分
３年生：７６分
全　体：７９分

お子様は、学年に
応じた家庭学習の
時間（１年生：８
０分、２年生：９
０分、３年生：１
００分）を実行で
きていますか。

生徒が、学年に応
じた家庭学習の時
間（１年生：８０
分、２年生：９０
分、３年生：１０
０分）を実行でき
るように指導支援
をしていますか。

3

あなたは、家庭学
習の時間や内容に
ついて、よりよく
しようと、努力す
ることができまし
たか。

お子様は、家庭学
習の時間や内容に
ついて、よりよく
しようと努力する
姿が見られました
か。

生徒が、家庭学習
の時間や内容につ
いて、よりよくし
ようと工夫するこ
とができるように
指導や支援を行い
ましたか。

4

あなたは、よりよ
い学校生活を送る
ために、目的意識
をもって係や委員
会活動の充実に取
り組みましたか。

生徒の主体性に基
づく生徒会・委員
会活動の充実に取
り組みましたか。

5

あなたは、難しい
ことでも失敗を恐
れずに挑戦しよう
としていますか。

お子様は、難しい
ことでも失敗を恐
れずに挑戦しよう
としていました
か。

成果として、「わかりやすい授業」につい

て、生徒・保護者ともに肯定的な回答を多

くいただいています。先生方がＩＣＴ等を

活用して、日常的にわかりやすい授業づく

りに取り組んでいる成果だと感じます。

設問２・３・８から、スマホやゲームへの

依存が家庭学習の取組への影響を及ぼして

いることが伺えます。家庭学習友の会の活

動をさらに充実させる必要もありますが、

各学級での家庭学習の取り組み方や生活習

慣づくりの指導も重要になってきます。

生徒の１／４が消極的な姿勢であることが

伺えます。本校の研修にも関わる部分です

ので、授業のみならず、特別活動などでも

積極性を高める仕掛けが必要になってきま

す。



6

あなたは生徒の
「居場所づくり」
「絆づくり」を意
識した教育活動を
推進し、不登校改
善に努めてきまし
たか。

7

あなたは、楽しく
学校生活を送るこ
とができています
か。

お子様は、楽しく
学校生活を送るこ
とができていまし
たか。

生徒は、楽しい学
校生活を送れてい
ると思いますか。

8

あなたは、規則正
しい生活習慣がで
きていますか。
（早寝・早起・朝
ごはん・適度な運
動等）

お子様は、規則正
しい生活習慣がで
きていますか。
（早寝・早起・朝
ごはん・適度な運
動等）

生徒の学習・生活
習慣の改善に向
け、家庭への情報
提供等、連携した
取り組みを行いま
したか。

9

あなたは平日一日
当たり、スマホ
（SNS)やゲーム
をする時間は何分
くらいですか。

１年生：１３１分
２年生：１９１分
３年生：１８５分
全　体：１７２分

お子さんとスマホ
（SNS)やゲーム
をする時間につい
て約束事がありま
すか。

10

先生方は、あなた
のこと（性格や行
動、学力）を理解
し、適切なアドバ
イスをしてくれま
すか。

先生方は、お子様
のこと（性格や行
動、学力）を理解
し、適切なアドバ
イスをしてくれま
すか。

11

先生方は、あなた
の将来や進路につ
いて適切に指導
し、情報提供をし
ていますか。

先生方は、お子様
の将来や進路につ
いて適切に指導
し、情報提供をし
ていますか。

生徒の進路につい
て、系統的に情報
提供し、適切な指
導できましたか。

設問２・３の考察参照



12

先生方は、いじめ
などの人間関係の
トラブルについて
しっかりと指導し
ていますか。

先生方は、いじめ
などの人間関係の
トラブルについて
しっかりと指導し
ていますか。

生徒同士の、いじ
めなどの人間関係
のトラブルについ
て、積極的に指導
していますか。

13

あなたは、前回の
いじめアンケート
の後、友達関係で
いじめを受けた
り、いやな思いを
したことがあれ
ば、記入してくだ
さい。

あなたのお子さん
が最近いじめに
あったなどの訴え
があり、担任など
学校へご報告・ご
相談していない件
がありましたら、
ご記入またはご連
絡ください。

14

特別な配慮が必要
な生徒に対し、特
性を理解したり情
報を共有するな
ど、指導や支援に
工夫をしました
か。

15

本校の課題解決に
向けて組織的・計
画的に校内研修に
取り組むことがで
きましたか。

16

各種調査結果を踏
まえ、学力向上に
向けて組織的・計
画的に取り組むこ
とができました
か。

人間関係のトラブルについて、生徒の様子

を情報共有するとともに、日常的な教育相

談等を通してトラブルの解消に向けて働き

かけをする必要があります。

自校採点や分析が教科担任や担当任せになっている

部分がありました。各教科に共通する課題は「書く

こと」です。自分の教科でどのように力をつけさせ

るのか、学活・道徳・総合の時間や委員会活動など

においても意識的に自分の考えをまとめ、整理し

「書くこと」について取り組むことが重要です。

先生方一人ひとりがそれぞれの担当・持ち場におい

て、できることに取り組み、全体のものになってい

くことが本校生徒の大きな成長につながると考えて

います。


